
《いずれかの症状があれば相談を》
・風邪の症状や 37.5 度以上の発熱が４日以上続く（高齢者や疾患を抱えている人は２日以上）

・強い倦怠感や息苦しさがある

相談先
和歌山県健康推進課専用ダイヤル（０７３・４４１・２１７０、土日祝 24 時間対応）

和
歌
山
高
齢
者
生
活
協
同
組
合
は
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
受
け
、
カ
ー
テ
ン
の
製
造
、

販
売
を
行
う
和
歌
山
市
の
会
社
﹁
イ
ン
テ
リ
ッ

ク
ス
﹂
様
︵
和
歌
山
市
里
︶
と
、
近
隣
住
民
の

方
の
ご
協
力
を
得
て
マ
ス
ク
作
り
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

﹁
ジ
ャ
ス
ト
カ
ー
テ
ン
﹂
で
お
な
じ
み
の
イ
ン

テ
リ
ッ
ク
ス
社
製
の
カ
ー
テ
ン
生
地
と
ガ
ー
ゼ
、

ゴ
ム
紐
を
ご
提
供
い
た
だ
き
、
和
歌
山
市
山
口

地
区
の
約
20
人
が
マ
ス
ク
作
り
に
取
り
組
み
、

一
人
暮
ら
し
や
マ
ス
ク
を
買
い
に
行
け
な
い
高

齢
者
に
届
け
た
ほ
か
、
高
齢
協
が
運
営
す
る
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
﹁
れ
く
ら
ん
﹂
と
サ
ー
ビ
ス
付
き

高
齢
者
住
宅
﹁
や
ま
ぐ
ち
お
た
っ
し
ゃ
館
﹂
に

寄
付
し
ま
し
た
。︵
詳
細
は
２
面
︶

地
元
企
業×

組
合
員

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
で

　
　
　
　
　
マ
ス
ク
作
り
に
挑
戦
！

コロナウイルス基本情報

人生の完成期、輝いて生きる！

発行所　和歌山高齢者生活協同組合
住　所　和歌山市里198−1
ＴＥＬ　(073)488−1180

シニア
CO-OP
わかやま

組合員数 4,255名 (2020年２月29日現在)
和歌山　高齢協ホームページ 検索
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北東西南（NEWS）
2020年　春号

もくじ
・
特
集
﹁
企
業
と
マ
ス
ク

　
　
　
　
　
　
　
作
り
に
挑
戦
﹂

１
〜
２
面

・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
﹁
輝
く
組
合
員
﹂

　
永
井
克
己
さ
ん
、
平
井
明
子
さ
ん

３
面

・
理
学
療
法
士
が
解
説

　
﹁
心
が
け
た
い
姿
勢
の
ポ
イ
ン
ト
﹂

４
面



マスク作りの会場は高齢協が運営する地域交流拠点「やまぐちささえ愛センター」（和歌山市里）。

ここでは、組合員のみなさんが健康体操やカラオケなど、日々活発に活動しています。

コロナウイルスの感染拡大を受け、組合員さんや高齢協の職員から「マスクを作れないか」との声

があがりました。ところが、店頭のガーゼや布地は売り切れていたため、インテリックス様に相談す

ることに。木村明人社長が「地域のためになるならば」とご快諾くださり、マスク約３００枚分のカー

テン生地とガーゼ、ゴム紐を無償でご提供くださりました。

一方、地域包括支援セ

ンターには「マスクが手

に入らない」との相談が

寄せられており、地域の

独居老人はじめ、ドラッ

グストアなどに並んでマ

スクを買うことができな

いお年寄りに手作りマス

クを贈ることにしました。

高齢協は今後も、「社会

の課題は地域の課題、地

域の課題は個人の課題」

として、組合員一人ひと

りの暮らしを守り、より

豊かにする取り組みを展

開してまいります。 メディアに紹介されました

マスク手作りし、地域の高齢者へ

適切な手洗い方法  もしくは  避けるべき３つの「密」

❶換気の悪い

密閉空間
❷多数が集まる

密集場所
❸間近で会話や
発声をする

密接場面
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白
浜
町
の
農
業
グ
ル
ー
プ
﹁
わ
い

わ
い
フ
ァ
ー
ム
﹂
メ
ン
バ
ー
。
同
グ

ル
ー
プ
内
の
チ
ー
ム
﹁
ゴ
ン
パ
チ
﹂

に
所
属
し
、
高
齢
協
組
合
員
と
共
に

農
業
に
汗
を
流
す
。

田
辺
市
出
身
。
和
歌
山
の
水
産
会

社
で
長
年
勤
め
、
60
歳
で
迎
え
た
定

年
後
、
７
〜
８
年
間
飲
食
店
を
経
営

し
た
。
高
齢
協
に
加
入
し
た
の
は
そ

の
こ
ろ
。
実
家
近
く
に
あ
る
寺
へ
墓

参
り
で
訪
れ
た
際
、
造
花
が
増
え
、

放
置
さ
れ
た
ま
ま
の
墓
の
多
さ
に
気

付
い
た
。﹁
高
齢
に
な
り
、
墓
参
り
を

で
き
な
い
人
が
増
え
て
い
る
の
で
は

な
い
か
﹂。
そ
う
考
え
、
高
齢
協
の
お

助
け
隊
で
墓
参
り
の
代
行
を
始
め
た
。

農
業
は
、
お
助
け
隊
で
耕
作
放
棄

地
の
管
理
に
困
っ
て
い
る
人
の
た
め
、

管
理
費
は
も
ら
わ
な
い
代
わ
り
に
メ

ン
バ
ー
で
自
由
に
野
菜
を
育
て
さ
せ

て
も
ら
お
う
と
始
め
た
。﹁
70
歳
を
過

ぎ
て
、
初
め
て
鍬
を
握
り
ま
し
た
﹂。

経
験
が
な
い
農
作
業
に
戸
惑
い
つ
つ
、

メ
ン
バ
ー
と
学
び
合
い
な
が
ら
農
業

を
楽
し
む
。

現
在
育
て
て
い
る
の
は
イ
タ
ド
リ

と
ニ
ン
ニ
ク
。
雨
風
に
負
け
ず
、
元

気
に
育
っ
て
い
く
作
物
に
励
ま
さ
れ

な
が
ら
地
道
な
作
業
に
打
ち
込
む
。

メ
ン
バ
ー
が
休
憩
に
入
っ
て
も
一
人

残
っ
て
黙
々
と
作
業
を
続
け
、﹁
草
刈

り
一
つ
と
っ
て
も
技
量
は
ま
だ
ま
だ
。

始
め
た
こ
ろ
は
筋
肉
痛
に
な
り
ま
し

た
﹂
と
笑
う
。

今
後
、
収
穫
し
た
ゴ
ン
パ
チ
や
ニ

ン
ニ
ク
を
使
っ
た
加
工
品
づ
く
り
に

も
挑
戦
す
る
計
画
。﹁
一
人
だ
と
飽
き

が
き
て
退
屈
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

が
、
み
ん
な
で
わ
い
わ
い

話
し
な
が
ら
す
る
と
時
間

が
経
つ
の
が
早
い
。
家
で

テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
よ

り
、
よ
っ
ぽ
ど
毎
日
に
張

り
が
あ
り
ま
す
﹂
と
ほ
ほ

え
む
。

暮
ら
し
の
中
の
様
々
な
困
り
ご
と

を
、
市
民
相
互
の
助
け
合
い
で
解
決

す
る
﹁
お
助
け
隊
﹂
活
動
。
12
年
前

に
女
性
部
﹁
結
い
﹂
を
立
ち
上
げ
、

和
歌
山
市
近
隣
で
活
動
を
続
け
る
。

グ
ル
ー
プ
名
は
、
田
植
え
や
茅
葺
の

補
修
な
ど
村
人
総
出
で
行
っ
て
き
た

日
本
古
来
の
風
習
﹁
結
﹂
に
ち
な
ん
だ
。

﹁
自
宅
で
家
事
を
し
て
も
、
な
か
な
か

﹃
あ
り
が
と
う
﹄
と
言
っ
て
も
ら
え
ま

せ
ん
が
、
活
動
で
は
実
感
で
き
ま
す
。

﹃
結
﹄
の
精
神
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
介
護

で
は
な
く
主
婦
代
行
に
近
い
感
覚
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
﹂

過
去
に
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
働
い
て

い
た
時
、
利
用
者
の
ケ
ア
は
で
き
る

が
、
庭
の
草
引
き
や
窓
ふ
き
な
ど
は

制
度
上
で
き
な
か
っ
た
。﹁
利
用
者
本

人
に
と
っ
て
体
の
ケ
ア
だ
け
で
な
く

生
活
環
境
の
整
備
も
大
事
﹂

と
考
え
て
い
た
た
め
、
歯

が
ゆ
さ
を
感
じ
る
中
、
高

齢
協
の
お
助
け
隊
活
動
を

知
っ
た
。   

制
度
の
す
き
ま

を
埋
め
る
活
動   

と
し
て

一
念
発
起
し
、﹁
結
い
﹂
を

立
ち
上
げ
た
。

メ
ン
バ
ー
は
女
性
４
人

と
夫
婦
１
組
。
常
連
や
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
依
頼
が
寄
せ

ら
れ
、
独
居
や
老
夫
婦
の
家
庭
で
、

掃
除
、
洗
濯
、
ア
イ
ロ
ン
が
け
、
買

い
物
や
食
事
の
支
度
、
病
院
へ
の
付

き
添
い
な
ど
を
行
う
。
中
に
は
毎
日

の
散
歩
に
同
行
す
る
な
ど
、
枠
に
は

ま
ら
な
い
柔
軟
な
対
応
を
心
が
け
る
。

﹁
介
護
一
歩
手
前
の
人
が
多
く
、
徐
々

に
で
き
な
い
こ
と
が
増
え
る
中
で
、

で
き
る
だ
け
今
ま
で
通
り
の
生
活
が

送
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
﹂

12
年
間
活
動
を
続
け
る
原
動
力
は
、

東
京
で
暮
ら
す
祖
父
母
の
存
在
。﹁
力

に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、

遠
い
の
で
な
か
な
か
で
き
て
い
な
い
。

せ
め
て
和
歌
山
の
高
齢
者
の
力
に
な

れ
れ
ば
﹂。
困
っ
て
い
る
高
齢
者
に
寄

り
添
い
な
が
ら
、
助
け
合
い
の
輪
を

広
め
続
け
る
。

〟

70
歳
で
農
業
に
挑
戦

わいわいファームメンバー　永井　克己 さん（78）組合員№1860

お助け隊女性部「結い」代表　平井　明子 さん（48）組合員№1175

輝く！
組合員！

地
域
で
広
め
る『
結
』の
精
神

〝
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健
康
の
基
本
は
姿
勢
か
ら—

—

。
今

回
は
和
歌
山
高
齢
協
が
運
営
す
る
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
﹁
れ
く
ら
ん
﹂︵
和
歌
山
市
里
︶

の
理
学
療
法
士
、
北
野
冬
馬
さ
ん
︵
29
︶

に
普
段
の
生
活
で
心
が
け
た
い
姿
勢
の

ポ
イ
ン
ト
を
伺
い
ま
し
た
。

—
—

座
っ
て
い
る
時
の
姿
勢
は
。

﹁
よ
く
見
か
け
る
の
は
、
椅
子
に
浅
く
腰
か
け
て

背
も
た
れ
に
も
た
れ
か
か
っ
て
い
る
状
態
。
腰
の

少
し
下
に
あ
る
仙
骨
に
体
重
が
か
か
っ
て
お
り
、

猫
背
に
な
り
や
す
い
で
す
﹂

—
—

猫
背
の
リ
ス
ク
は
。

﹁
背
骨
が
丸
く
曲
が
っ
て
く
る
の
で
腰
の
筋
肉
が

引
っ
張
ら
れ
て
腰
痛
を
引
き
起
こ
す
原
因
に
な
り

ま
す
。
加
え
て
、
肩
と
頭
も
前
に
曲
が
っ
て
く
る

の
で
肩
こ
り
に
も
な
り
が
ち
。
立
っ
た
時
も
前
の

め
り
な
姿
勢
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
た
め
に
膝
に
負

担
が
か
か
り
ま
す
﹂

—
—

改
善
の
ポ
イ
ン
ト
は
。

﹁
座
る
際
の
重
心
を
坐
骨
に
移
す
こ
と
で
す
。

ま
っ
す
ぐ
座
る
と
左
右
の
お
し
り
の
奥
に
あ
る
骨

が
椅
子
に
接
地
す
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
坐
骨

で
す
。
背
も
た
れ
に
腰
を
少
し
添
わ
せ
る
感
じ
で
、

椅
子
に
深
く
腰
か
け
、
坐
骨
に
重
心
が
来
る
よ
う

に
意
識
し
て
座
れ
ば
、
自
然
と
上
体
の
姿
勢
も
良

く
な
り
ま
す
﹂

—
—

立
っ
て
い
る
時
の
注
意
点
は
。

﹁
こ
ち
ら
も
ポ
イ
ン
ト
は
重
心
。
靴
ひ
も
を
結
ぶ

場
所
を
思
い
浮
か
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
つ
ま
先

と
か
か
と
の
ほ
ぼ
中
間
、
少
し
か
か
と
寄
り
の
と

こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
に
重
心
が
く
る
よ
う

に
意
識
す
る
こ
と
で
す
﹂

—
—

重
心
が
悪
い
と
ど
ん
な
こ
と
に
。

﹁
重
心
が
前
寄
り
の
人
は
反
り
腰
、
後
寄
り
の
人

は
猫
背
に
な
り
が
ち
で
す
。
猫
背
は
肩
や
腰
を
反
ら

し
て
直
そ
う
と
し
が
ち
で
す
が
、
足
元
を
意
識
す
る

こ
と
で
自
然
と
上
体
の
姿
勢
も
き
れ
い
に
な
り
ま

す
﹂

　

良い姿勢の座り方 悪い姿勢の座り方

②座り方から
　　　健康づくり

高齢協の

ここに注目!!

和歌山県出身、小中高と野球に打

ち込み、ケガの時に理学療法士に世

話になったのをきっかけに「人の体

を治す仕事」に興味を持った。「姿

勢を整える」をモットーに、現在は

デイサービス「れくらん」でリハビ

リ指導をしている。北野　冬馬 さん（29）
組合員№4592
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営
繕
事
業
︵
お
助
け
隊
︶
を
中
心
に
地
域
の
小
さ
な
﹁
お
困
り
ご
と
﹂
に
対

応
し
て
き
た
元
気
シ
ニ
ア
の
活
動
が
、
感
謝
さ
れ
評
価
さ
れ
て
10
年
を
経
た
こ

ろ
、
メ
ン
バ
ー
の
多
く
が
70
歳
を
越
え
、
体
力
の
減
退
か
ら
要
望
に
﹁
対
応
で

き
る
事
、
で
き
な
い
事
﹂
の
選
択
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
た
。
︵
本
年
２
月
に
お

助
け
隊
の
再
構
築
に
向
け
後
継
者
育
成
事
業
を
始
動
︶

一
方
、
地
域
の
高
齢
・
障
害
者
や
福
祉
施
設
ス
タ
ッ
フ
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
﹁
お

困
り
ご
と
﹂
の
中
に
は
、
﹁
親
族
に
預
貯
金
・
年
金
を
流
用
さ
れ
た
﹂
﹁
財
産
の

処
分
や
搾
取
さ
れ
た
﹂
﹁
不
利
益
な
契
約
を
さ
せ
ら
れ
た
﹂
な
ど
、
お
金
の
問
題

に
ま
つ
わ
る
相
談
が
多
か
っ
た
。
２
０
０
８
年
11
月
、
麦
の
郷
と
共
に
成
年
後

見
紀
の
国
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
、
福
祉
施
設
に
在
籍
す
る
方
々
を

中
心
に
、
日
常
生
活
に
お
け
る
金
銭
管
理
を
利
用
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
﹁
有

償
無
償
か
か
わ
ら
ず
地
域
貢
献
活
動
を
元
気
シ
ニ
ア
が
担
っ
て
い
こ
う
﹂
と
の

想
い
か
ら
、
﹁
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ほ
っ
と
け
や
ん
倶
楽
部
﹂
を
２
０
１
０
年

９
月
に
創
設
。
総
合
生
活
支
援
事
業
︵
①
生
活
支
援
②
居
住
支
援
③
就
労
支
援
︶

と
位
置
づ
け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
希
望
す
る
支
援
内
容
と
依
頼
先
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
な
ど
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
し
て
き
た
。

︿
結
び
に
﹀
国
の
財
政
抑
制
の
名
の
も
と
に
２
０
１
０
年
代
か
ら
出
て
き
た
制

度
改
悪
の
数
々
、﹁
超
高
齢
化
、
少
子
化
、
労
働
人
口
減
少
、
格
差
社
会
、
貧
困
、

共
生
社
会
﹂
と
い
っ
た
社
会
保
障
の
崩
壊
を
連
想
さ
せ
る
言
葉
の
数
々
。
こ
う

し
た
情
勢
の
中
、
私
た
ち
は
﹁
地
域
で
暮
ら
す
弱
者
と
い
わ
れ
る
人
た
ち
を
ど

う
守
り
、
社
会
の
流
れ
に
ど
う
立
ち
向
か
っ
て
い
く
の
か
？
﹂
を
真
剣
に
考
え

る
時
期
に
入
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

現
役
で
培
っ
て
き
た
技
能
、
知
識
、
経
験
、
資
格
、
人
脈
な
ど
お
持
ち
の
方

や
社
会
の
中
で
役
に
立
ち
た
い
と
考
え
て
い
る
方
が
た
く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま

す
。
高
齢
協
の
理
念
﹁
地
域
福
祉
の
下
支
え
と
な
り
得
る
元
気
シ
ニ
ア
の
方
々

の
活
動
へ
の
積
極
的
参
加
の
推
進
﹂
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
、
課
題
解
決
の

糸
口
に
な
る
と
信
じ
て
や
み
ま
せ
ん
。
こ
の
先
20
年
を
見
据
え
、﹁
ワ
ン
チ
ー
ム
﹂

と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

2017年撮影

「この指と～まれ！」

高齢協の助け合い活動「お

助け隊」の新規隊員募集。「地

域で役に立ちたい」「現役時

代の技術や知識を生かした

い」と考えている方はいませ

んか。暮らしの様々な困りご

とに耳を傾け、自らの経験を

生かせる活動です。有償ボラ

ンティアですのでお小遣い稼ぎにもピッタリ。ぜひ、ご参加ください。講

座は５～６月、和歌山市のやまぐちささえ愛センターにて。

問い合わせは高齢協本部（073-488-1180）。※詳細は同封のチラシをご

覧ください。

・12 日（火）…  カンタン体操

・14 日（木）…  歌をうたおう

・19 日（火）…  カラオケ

・21 日（木）…  絵手紙教室

・26 日（火）…  名曲喫茶

・28 日（木）…  折り紙教室

　参加費等詳細とお申し込みは高齢協事

務局（073－488－1180）。

※コロナウイルスの影響で、予定変更の可能
性あります。

和歌山市の音楽グループ

「さくらもち」と一緒に歌う

催しが５月 11 日（月）午後

１時半、やまぐちささえ愛セ

ンターで開かれます。懐かし

の童謡や唱歌、昭和歌謡など

をピアノの生演奏に合わせて

合唱。それぞれの曲の時代背

景やエピソードも、学ぶとこ

ろがたくさんありますよ。

400 円。希望者は高齢協本部（073-488-1180）。

告知板

和
歌
山
高
齢
者
生
活
協
同
組
合
創
立
20
周
年
を
迎
え
て

第
二
部  

成
人
期　

―

た
び
重
な
る
改
悪　

”変
貌
す
る
地
域
社
会

“―

〜
地
域
に
生
ま
れ
た
多
様
な
生
活
を
支
え
る
元
気
シ
ニ
ア
の
形
〜

　
　
　
　

宇
治
田　

康
司
︵
和
歌
山
高
齢
協
副
理
事
長　

組
合
員
№
２
８
０
︶

コ
ラ
ム

お助け隊隊員養成講座「紀和庵　５月の行事」

ささえ愛センターで「さくらもち」公演

住所  和歌山市中之島 782
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活動レポート

開催：３、４月　会場：やまぐちおたっしゃ館

内容：おたっしゃ館職員が自宅で長年眠らせてい

たひな人形と五月人形を持参し、施設内に飾りまし

た。彩り豊かで華やかなひな人形、堂々として風格

漂う五月人形に利用者さんも見入っていました。

ひ
な
人
形
と
五
月
人
形

開催：3/6　会場：やまぐちささえ愛センター

内容：組合員が開く自主体操教室に、ささえ愛セ

ンター隣のデイサービス「れくらん」から理学療

法士の北野冬馬が登場。体操の際に意識したい筋

肉や姿勢について解説しました。

理
学
療
法
士
が
体
操
指
導

開催：2/16　会場：白浜ぬくもりの里

内容：組合員組織として初の支部結成を目指し

会合。この日は５人の組合員さんが参加し、組

合員のための居場所づくりや、今後の活動内容

について積極的に意見を出し合いました。

白
浜
支
部
結
成
へ
準
備
着
々

開催：2/9　会場：日高川交流センター

内容：県内各地で介護・福祉事業を行う高齢協。

職員の交流と資質向上を目的に年に２回、研修

を開いています。今回は優れた介護実践事例の

共有と協同組合について学びました。

年
２
回
の
「
全
職
員
研
修
」

開催：3/17　会場：インターネット上

内容：新型コロナウイルスの感染拡大を受け、

高齢協初のネット会議を導入。立ち上げの戸惑

いはありましたが、始まるとスムーズに会話が

でき、活発に意見を交換できました。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
ネ
ッ
ト
会
議 開催：3/3　会場：紀の川市の和我楽の家

内容：高齢者の助け合い活動「お助け隊」。しば

らく休止していましたが、今春からの本格再開

に向け、県内各地から隊員が集い、活動の今後

を話し合いました。

「
お
助
け
隊
」
が
再
開
集
会
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和歌山高齢者生活協同組合は組合員さんによる互助組織であり、互いの困りごとを助け合う集団です。生きがいづくり事業やお助け

隊による生活支援など活動は多岐にわたり、介護・福祉事業にも力を入れています。

◎介護・福祉事業所（和歌山県内 11 ヵ所）

◎組合員による活動拠点（施設の使用、問い合わせなどは本部事務局 073-488-1180 へ）

・やまぐちささえ愛センター　和歌山市里 198-3　　・いっぷく亭～紀和庵　和歌山市中之島 782

・和我楽の家　紀の川市上野 299-1

◎組合員の活動（ご参加ください）

【お助け隊】和歌山、伊都、御坊、田辺を中心に活動。暮らしの中の困りごとの解決依頼を受け、現役時代の知識や経験を生かして有

償ボランティアで活動する。

【JIAS  PC（パソコンサークル）】月曜と金曜、紀和庵にて。パソコンを使ってのアルバム作成やワープロの練習、使い方の教え合いなど。

（北村さん 090-7107-0892）

【どこ竹＠わかやま】竹とんぼ作りの出前教室を小学校やイベント会場で開催。（石橋さん 090-2287-9588）

このほか、ささえ愛センターや紀和庵では、健康体操や絵手紙教室、名曲喫茶など組合員による自主企画が行われています。

◎本部事務局（和歌山市里 198-1　電話 073-488-1180　FAX073-488-1181）

作品名：星に語りて～ Starry Sky～
監督：松本　動　　脚本：山本　おさむ

2019 年製作／日本／ 115 分　　製作：きょうされん

　き ょ う さ れ ん 40

周年記念映画。麦の

郷をモデルにした「ふ

るさとをください」

が 30 周年作品だか

ら、あれからもう 10

年。映画化された「ど

んぐりの家」等の漫

画で著名な山本おさ

むが脚本を執筆。被

災地で避難できずに

いる障害者と、その

調査に挑む人々の姿

を描く。様々なエピ

ソードを積み重ね、

個人情報保護法という壁に風穴を開けて命の尊厳をあぶ

りだす。記録映画を思わせる、静かで丁寧な語り口は、

地味ながらも深く心に突き刺さる。

わかやま訪問介護事業所　島　哲也

和歌山県は、カジノ、ホテル、国際会議場、レストラン、

ショッピングモールなどが一体となった統合型リゾート

（IR）を和歌山マリーナシティに誘致しようと取り組んで

います。国内外からの誘客による経済効果と雇用創出が

見込まれていますが、一方でギャンブル依存症者の増加

や治安の悪化、青少年育成への悪影響など、新たな課題

に直面する恐れがあります。

県の誘致活動に、市民団体「ストップ！カジノ　和歌

山の会」が発足。マリーナシティへのカジノ誘致に反対

する署名を集めています。借金地獄、失業、家庭崩壊、

犯罪など数々のリスクあるカジノ誘致は、経済優先主義

を加速させ、拝金主義を地域にはびこらせ、「人を大切に

しない」社会へとつながります。和歌山高齢者生活協同

組合は、「ストップ！カジノ　和歌山の会」の活動趣旨に

賛同し、署名活動に協力することにしました。

※署名用紙を同封しております。ご協力いただける方は
ご署名の上、高齢協本部（〒649-6311 和歌山市里
198-1）へお送りください。２種類（知事、市長宛）と
も和歌山在住でなくても可能です。なお、ご家族連名の
場合、ご住所を「〃」とせず「同上」とご記入ください。
問い合わせ先：「ストップ！カジノ　和歌山の会」
Facebook ページかメール（casino_stop@yahoo.co.jp）

・わかやま訪問介護事業所（訪問介護）

　和歌山市楠見中 240－49　電話 073-455-7979

・和歌山ケアプランセンター（ケアプラン作成）

　和歌山市中之島 758　　 　電話 073-424-5295

・やまぐち　おたっしゃ館（サ高住）

　和歌山市里 198－2　　　　電話 073-462-1055

・れくらん（デイサービス）

　和歌山市里 198－2　　　  電話 073-462-5558

・ワークショップてとて（障害者就労継続支援 B 型事業所）

　和歌山市里 266　　　　  電話 073-461-6756

映画紹介「ムービーガイド」ストップ！カジノ
　　　　　署名にご協力を

和歌山高齢者生活協同組合の姿

・伊都・橋本事業所（訪問介護）

　橋本市高野口町伏原 243　 電話 0736-43-1546

・伊都・橋本ケアプランセンター（ケアプラン作成）

　橋本市高野口町伏原 243　 電話 0736-44-2330

・御坊・日高事業所（訪問介護）

　御坊市薗 531-7　             電話 0738-23-0396

・かみとんだ　おたっしゃ館（サ高住）

　上富田町生馬 3225-19　   電話 0739-47-0866

・白浜ケアプランセンター（ケアプラン作成）

　白浜町才野 1322　           電話 0739-34-2672

・白浜ぬくもりの里（デイサービス）

　白浜町才野 1322　           電話 0739-34-2172
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髙垣　龍男さん（組合員№4187）

牛水　逸郎さん（組合員№4751）

星
畑　

忠
義
さ
ん
（
組
合
員
№
４
７
２
７
）

今回は山口公民館写真クラブ「写楽」のみなさんの作品です。

投
稿
欄

　このページは組合員みんなで作る投稿ページです。それぞれの趣
味や活動でできた作品、うれしくってみんなに知ってほしいことな
ど、形式は問いませんのでご自由にご活用ください。（応募多数の
場合、掲載できないことがあります。ご了承ください）

〈申し込み先〉 和歌山高齢者生活協同組合  本部事務局「通信」係
郵送：〒649-6311  和歌山市里198−1
FAX：073−488−1181　メール：jimukyoku@s-co-op.or.jp
お問い合わせは本部事務局（073−488−1180）

組合員 新規加入＆増資のお願い

「早春の雲海」　撮影地：紀の川市

「
明
け
る
雪
渓
」

撮
影
地
：
長
野
県　

燕
岳
（
つ
ば
く
ろ
だ
け
）

標
高
２
７
６
３
ｍ 「三春の滝桜」　撮影地：福島県

　高齢協は出資金を持ち寄って、組合員相互の助け合いの

精神で活動する生協法人です。20 歳以上で和歌山県内に

住所（もしくは勤務地）を有する方ならどなたでもご加入

いただけます。ご加入の際にお預かりした出資金は高齢協

の事業に使われています。事業拡大に伴い、既組合員の方

には増資（出資金を追加する）をお願いしております。ご

協力をお願いします。

■新規加入・増資の方法

①所定の加入（増資）申込書にご記入ください。

②出資金（一口 1000 円～）と申込書を、高齢協の各事業

所か本部へご持参ください。

※申込書は高齢協の各事業所・本部・活動拠点にあり、郵

送も致します。

出資金振り込みの場合…紀陽銀行東和歌山支店

　　　　　　　　　　　普通　１６４７０３７

和歌山高齢者生活協同組合　理事長　田中秀樹

お問い合わせは本部事務局

和歌山市里 198-1  電話 073-488-1180  FAX073-488-1181

■加入によるメリット

・それぞれの「やってみたい」を助け合って実現できる

・組合員活動に参加することで、新しい仲間や生きがいと

の出会いがある

・高齢協からの通信が年４回届く

などなど

高齢協白浜支部拠点開設へご協力を

和歌山高齢者生活協同組合は発足 20 周年を迎え、組合員

は県内を中心に 4000 人を超えました。組合員による「生

きがいづくり」「仕事おこし」を地域に浸透させ、活発化さ

せるため、組合員による白浜支部を立ち上げます。

つきましては、白浜町才野（白浜ぬくもりの里敷地内）

に新たに組合員の活動拠点を開設するため、建設費用確保

に向けた出資金の増資をお願いしております。

人と人がつな

がり、いきいき

した暮らしの土

台となる活動拠

点に育ててまい

りますので、左

欄をご参照のう

え、新規加入お

よび増資をお願

いいたします。

・気軽におしゃべりできる場

・相談できる場

・集まって活動できる場

問い合わせ　090-6751-5516（担当：横畑）

写真に興味のある方、写真を始めたいと思っている方、部

員大募集中です！希望者は写楽 090-5046-4680（牛水さん）

写真部員募集
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